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2 つの PBL 
 
 Problem-based Learning 

1960 年代にアメリカやカナダで、医学･薬学教育において、獲得すべき知識量が膨大になった

ことから、必要な知識を効率的に獲得させるために考案された。 
学習の最初に、学習者が解決すべき問題が教師から提示される。その問題は、具体的なもので

ある。学習者は、問題が与えられた後に、解決のための活動をスムーズに行うために、その問題

をより明確にしなければならず、情報収集や議論を行いながら、その問題の特徴や要素、状況な

どを見定めていく。この後の学習活動は、解決策をまとめるためのものとなる。 
 
 Project-based Learning 

キルパトリック（W. H. Kilpatrick）が、1918 年にデューイ（J. Dewey）の考えを発展させて

提案したプロジェクト・メソッド（project method）を起源とする。 
学習の最初に、学習者が解決すべきテーマが教師から提示される。そのテーマは領域を示す広

いもので、学習者はそのテーマの領域の中から、解決すべき問題を決定し解決のための活動に取

り組む。その活動は、解決のための計画の決定、計画の実行、成果の評価の過程となる。 
 
 Problem-based Learning と Project-based Learning の共通点 

① 学習者が実際に起こりえる問題の解決に取り組む。 
② 実践的な力を養う。 
③ 解が一つとは限らない。 
④ 学習者が主体的に活動を行う。 
⑤ グループ活動（協働学習）を伴うことが多い。 
⑥ 学習者は活動を行いながら、自分が持っている諸々の知識や経験などを関連づけて体系化

していく。 
⑦ 多くの場合、学習者は他者の意見や視点を取り入れつつ、また他者と意見や視点を共有し

ながら活動を行い、自らの視野や知識の幅を広げる。 
 
 Problem-based Learning（Prob-BL と略）と Project-based Learning（Proj-BL と略）の相違点 

① Prob-BL では、学習者が具体的に解決策を導き出す問題を教師が指定するが、Proj-BL で

は問題の領域だけが示され、解決すべき具体的問題は学習者が決定する。 
② 学習者が取り組む問題について、Prob-BL ではその時点ですでに社会で生じていて解決さ

れている場合が多いが、Proj-BL は現状をよりよくしていくためにこれから解決すべきと

いう場合が多い。 
③ Prob-BL はある教科・科目の中に組み込むことができるが、Proj-BL は 1 つの教科の領域

を超えて実施しなければならないことが多い。
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口頭発表のルーブリック（Wiggins, 1998） 

 
5 
すばらしい 

 
生徒は、探究した課題を明瞭に述べ、その重要性について確かな理由を提示

する。導き出され、提示された結論を支持する具体的な情報が提示される。

話し方は人をひきつけるものであり、文章の構成は常に正しい。アイ・コン

タクトがなされ、発表の間中維持される。準備したこと、組織立てたこと、

トピックに熱心に取り込んだことについての強い証拠が見られる。視覚的な

補助資料が、発表を最も効果的にするように用いられる。聞き手からの質問

には、具体的で適切な情報で、明瞭に返答する。 
 

 
4 
とても良い 

 
生徒は、探究した課題とその重要性を述べる。導き出され、提示された結論

を支持する適切な量の情報が与えられる。話し方や文章の構成は、ほぼ正し

い。準備をし、組織立てたという証拠、および熱心にトピックに取り組んだ

という証拠が見られる。視覚的な補助資料に言及し用いる。聞き手からの質

問には、明瞭に答える。 
 

 
3 
良い 

 
生徒は、探究した課題と結論を述べるが、それを支持する情報は 4 や 5 ほど

説得力のあるものではない。話し方や文章の構成は、ほぼ正しい。準備をし

たり組織立てたりしたという証拠がいくつか見受けられる。視覚的な補助資

料についての言及がある。聞き手からの質問に返答する。 
 

 
2 
さらに努力を

要する 

 
生徒は探究した課題を述べるが、完全ではない。課題に答える結論は与えら

れない。話し方や文章は理解できるものの、いくつかの間違いがある。準備

したり組織立てたりしたという証拠が見られない。視覚的な補助資料に言及

しなかったりする。聞き手からの質問には、最も基本的な返答しか返ってこ

ない。 
 

 
1 
不十分 

 
生徒は、課題やその重要性を提示することなしに発表する。トピックは不明

瞭で、適切な結論も述べられない。話し方はわかりにくい。準備をした様子

はなく、組織立ってもいない。聞き手からの質問に対して、最も基本的な返

答しか与えないか、全く返答しない。 
 

 
0 
 

 
口頭発表は行われなかった。 
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5 年生理科の実験に関するルーブリック（Wiggins, 1998） 

実験計画 科学的な結果※ 

4 

児童が問題を分析し、思慮深い実験を独力

で計画し実施したことを、実験計画は示す。 4

パンフレット［実験レポートに当たるもの］

が説明した問題への解決は、納得のいく明

瞭なものであった。他の情報源や他の実験

からの情報も、説明の中で用いられた。 

3 
児童は明らかな変数を統制した実験を実施

しており、科学的な過程の基本的な考えを

把握していることを、実験計画は示す。 
3

児童が結果を理解し、どうそれを説明すれ

ばよいのかを知っていることを、パンフレ

ットは示した。 

2 

児童は、科学的な過程の基本的な考えを把

握しているが、明らかな変数を統制するの

に、いくらか助けを必要とすることを、実

験計画は示す。 

2

パンフレットは実験結果を示した。到達し

た結論は不完全であったか、または質問さ

れて始めて説明された。 

1 
児童は、教師からかなりの援助を与えられ

たときに実験を実施することができること

を、実験計画は示す。 
1

パンフレットは実験結果を示した。導き出

された結論がなかったり、不完全だったり、

混乱していたりした。 

データ収集 言葉の表現 

4 

データは、実験結果を正確に反映する整理

されたやり方で収集され、記録された。 4

口頭発表では、研究によって支持され得る

ような、明瞭に定義された観点が示された。

ジェスチャー、声、アイ・コンタクトだけ

でなく、聞き手の興味も配慮された。 

3 

データは、実験結果を表現する可能性が高

いようなやり方で記録された。 
3

口頭発表は実験結果を用いるものであった

が、おとなの援助がいくらかあって用意さ

れた。口頭発表は論理的であり、意味を明

確にするためにジェスチャー、声、アイ・

コンタクトが用いられた。 

2 
データは、混乱したやり方で記録されたか、

または教師の援助があるときのみ記録され

た。 
2

口頭発表は、おとなからの積極的な指導の

後行われた。ジェスチャー、声、アイ・コ

ンタクトにいくらか配慮があった。 

1 
データは、不完全で無計画なやり方で記録

されたか、または教師がかなり援助した後

でのみ記録された。 
1

口頭発表は、おとなからの積極的な指導が

あってはじめておこなわれた。 

※ここでの「科学的な結果」とは、実験レポートのことを指す。 
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